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　６月１１日、２４日の２日間、黒内小学校４年

生７４名が、今年も総合学習の時間を利用し、障

がい者や高齢者の立場になった福祉体験をした。

車いす体験では、３人一組で障害物や段差の介助、

目かくし歩行では、２人１組で、階段や指先で点

字を読む体験、２日目には、白内障ゴーグルや手

足に重りを付け、さまざまな案内板を見るなどの

インスタントシニア体験を

行った。

　体験した児童たちからは、

「最初は難しいかな、目が見え

ないと不安だなと思ったけど、

介助のポイントが分かったの

で、もし、困っている人たち

がいたら、手助

け し て あ げ た

い！」などの感

想の声も聞かれ、

福祉体験の効果

がみられた。

　８月２６日、守谷中学校を会場に、市内教職

員対象福祉教育研修会を開催。

　当日は市内小・中・高校の教職員１５名が参

加し、最初に茨城県社会福祉協議会の中川稔主

任推進員を講師にお招きし、「学校における福祉

学習の進め方やボランティア活動」などについ

て、講話をいただいた後、社協職員が説明指導

しながら、校舎内外を車いす・目かくし歩行の

実体験、また、手話サークルトゥインクルさん

に協力していただき、学校や日常使える簡単な

手話での会話にもチャレンジしていた。

　参加者は、講話や体験することで得られたこ

と、障がい者や高齢者への理解や接し方などを

再認識し、今後の学

校での福祉学習や地

域との交流のヒント

が見つかり、今後の

取組みに意欲を見せ

ていた。

　７月１２日、１３日両日、今年もイオンタウン守谷に

おいて、「第６回買ってNｅｔ！バザール in イオンタウン守谷」( 福祉バザー ) を開催。

　このバザールは、イオンタウン守谷にご協力をいただき、守谷市近隣の障がい者施設や団体の入所・通

所者たちが日々作製した品々や食品などの販売と施設や団体のＰＲ活動を目的に開催し、６回目となる今

回は、障がい者施設・団体、特別支援学校など（１６団体）が参加。

　日頃施設で作製している木工品、陶芸品、さをり織りやビーズ細

工など手芸品をはじめ、揚げもち、クッキー、焼きたてパン、朝採

り野菜や花苗などを施設利用者や職員、生徒が店頭に立って、販売。

　最初は接客に戸惑いもあり、なかなか大きな声でお客さんに声を

かけられなかったが、最後はみんな笑顔で対応し、予定の時間より

早く完売するブースも出るほどの盛況ぶりに次回開催を楽しみにして

いる声も多く聞かれ、好評の中、終了することができました。

　また、社会福祉協議会では、会場に赤い羽根共同募金箱も設置し、２日間で４,０６１円が寄せられま

した。募金は全額、共同募金会に送金させていただきます。ご協力ありがとうございました。

福祉体験学習中！福祉教育推進担当者研修会

多くの笑顔が交流！
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●今年もがんばります！高野子どもヘルパー！（高野支部事業）
　今年も「高野小学校４年生」と「松ケ丘小学校４年生」の希望者、

合わせて１８名の児童と昨年活動した「高野子どもヘルパー」２１名

がリーダーとして今年も活動。

　７月２１日、高野公民館にて「高野子どもヘルパー任命式」を開催し、

会田栄光支部長より一人ひとりに任命書が手渡され、高齢者との接し

方などの説明を受け、活動をスタート。まずは手話ボランティアさん

から、自分の名前や年齢などを教わり、自己紹介の発表体験や手話ソ

ングの練習などを行った。

　８月２日には、松ケ丘小夏祭りで早速、手話ソングを披露。８月５

日には、高野の海禅寺での座禅会。その後、高野地域の高齢者サロン

や施設訪問などを実施。今後は、守谷市敬老会でのお手伝いや障がい

児との交流、地域行事などへの参加など、地域のパイプ役としての活

躍が期待されますので、皆さんも活動する子どもたちを見かけました

ら、声をかけてあげてください。（黄色いエプロンが目印です！）

●「ふれあい１日遠足！」
　６月１９日、市内の独り暮らし高齢者を対象に「ふれあい１日遠

足」を実施。当日は、晴天に恵まれ、参加希望者・関係者４９名が、

元禄時代、徳川光圀が桂岸寺の庭を愛し、名付けたと言われている

茨城県水戸市「保和苑」で約６０種、６０００株の紫陽花を観賞し

ながら、苑内を散策。その後、那珂湊に移動し、新鮮なお魚の昼食

をいただき、「魚市場」を自由散策。参加者同士の交流や市場での

お土産などを手にし、皆、笑顔で楽しい一日をすごしていた。

●笑顔がいっぱい！
　７月５日、社協児童福祉委員と障がい児者福祉委員が、つくばみら

い市にある「茨城県立伊奈特別支援学校」を見学。

　伊奈支援学校には、現在、常総市・取手市・つくばみらい市・守谷市

の小学部から高等部までの児童生徒２２９名がスクールバスなどで通学。

　高等部では卒業後を見据え、手芸・木工・工芸・農芸・ボックス・

クリーンエコ・食品加工の班での作業学習も取り入れている。

　学校公開のこの日は、各学部の概要説明後、小学部では保護者と一緒の

活動を、中学部では、宿泊学習や修学旅行の活動内容や目的などの授業参観、

高等部では、各班での作業学習を見学。特に高等部の生徒たちは、しっか

り挨拶もでき、作業に集中し、取り組んでる姿は凛としていました。翌週

に控えてた「買ってＮｅｔバザール」での販売製品も準備されていました。
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ボランティア活動の推進
　ボランティア活動に関する相談や活動の場の調整を行

い、ボランティア協会（グループ）への育成支援、ボランティ

ア活動保険へ１,２５７名が加入し、ボランティアが安心し

て活動できるよう加入助成支援しました。

被災地への災害ボランティア支援も行いました。

その他
　在宅福祉サービス（ほほえみサービス）、地域ケアシステ

ム事業や専門相談所（ふくし・年金労務・電話）の開設、

生活資金・小口貸付事業、法外援護や災害援護などの援

護事業、老人スポーツ大会への協力、健康スポーツフェス

ティバルについては、雨天のため中止となりました。その他、

社協だより発行（年４回）、地域福祉活動計画実行委員会

支援、各支部社協活動、各種社協委員会活動、共同募金

活動や日常生活自立支援事業への支援 (延３０１回 )、善意

銀行受払（９４２,４１２円、プルタブ８６ｋｇ、古切手等）。

入れ歯リサイクル事業協力（３０,５２７円換金）。介護保険

事業においては、対象者へのケアプラン作成を行う居宅介

護支援事業、ホームヘルプサービスを行う訪問介護事業や

予防介護事業、障がい者自立支援サービス（居宅介護）、

などを展開しました。

高齢者福祉
　独居高齢者遠足（３８名）や高齢者世帯１日遠足（６８

組１３６名）の実施、高齢者健康水中体操（延５９６名）

開催、その他にも特定高齢者介護予防施設「いきいきプ

ラザ・げんき館」や「ミ・ナーデげんき館」の受託事業

として、予防体操や趣味活動、イ

ベントなど展開。守谷市わくわく

スポーツ大会の共催、いばらきね

んりんスポーツ大会など多くの

方々にご利用、ご参加いただきま

した。また、高齢者宅への電話で

の訪問事業「ふれあい電話訪問」

も実施しました。

福祉の教育
　市内小中学校での福祉活動体験

学習への支援や福祉教育活動助成

（１３校），市内教職員対象福祉講

座の開催、リサイクルや募金活動

への協力、高野支部主催「高野子

どもヘルパー事業」は、高野小４・

５・６年生と松ケ丘小４年生計４２名が高齢者等との交流

事業を実施。また、恒例の夏休みの「サマーチャレンジ（福

祉体験学習）」は、催行人数に達せず、中止となりました。

母子父子・児童福祉
　母子・父子家庭・要援護児童・

生徒への入学卒業祝１１６名、新入

学児童祝６９２名（ノート）や新生

児６６６名（歯ブラシ）への祝品贈

呈事業の実施。母子・父子家庭餅

つきや遠足などの交流事業を行いました。

障がい児者福祉
　障がい児者団体への支援、伊奈

特別支援学校守谷地区会交流事

業、福祉車両、車イス（２３.５台 /

月平均）の貸出事業、また、１４

の近隣障がい児者施設・団体と協

力し「第５回買って Net バザール」

を６月に開催し、多くの皆さんに

参加いただき、障がい児者福祉活

動への理解を得る機会となりました。

平成２５年度決算（一般会計）

科　　　目 決　算　額

会 費 収 入 8,176,350

寄 附 金 収 入 942,412

補 助 金 収 入 39,320,362

助 成 金 収 入 194,000

受 託 金 収 入 17,686,600

事 業 収 入 1,533,000

共 同 募 金 配 分 金 収 入 4,930,858

貸 付 事 業 等 収 入 13,000

介 護 保 険 収 入 28,156,319

雑 収 入 ・ 利 息 193,174

前 期 末 資 金 残 高 38,238,034

収 入 合 計 139,384,109

科　　　目 決　算　額

人 件 費 支 出 70,499,442

事 務 費 支 出 5,377,890

事 業 費 支 出 10,740,006

共 同 募 金 配 分 金 事 業 費 5,354,013

助 成 金 支 出 1,730,000

負 担 金 支 出 27,000

そ の 他 支 出 3,062,760

当 期 末 資 金 残 高 42,592,998

支 出 合 計 139,384,109

（単位：円）
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地域の「和」が少しずつ広がっています！地域の「和」が少しずつ広がっています！地域の「和」が少しずつ広がっています！

　「もりやのしあわせ みんなで築こう」のキャッチフレーズで

スタートした守谷市地域福祉活動計画も３年目をむかえ、各地

区の実行委員をはじめ、多くの関係者のご協力のもと、市民の

皆さんにもご理解いただき、活動が少しずつ広がっています。

　これからもみんなのしあわせを築いていくために、より一層

のご理解ご協力と多くの皆さんのご参加をお待ちしています！

各 地 区 の 取 り 組 み 状 況

△守谷地区で実施した守谷駅での

　「あいさつ運動」の様子

みずき野地区 
地域包括ケアモデル地区事業と地域福祉活動計
画、みずき野町内会活動等、協働し活動中

＊居場所づくり
　・郷州小おとな同窓会開催（7 月 20 日）
　・ふれあい夕涼み開催（8 月 9 日）
＊自主防災
　・災害時の支援体制の確立と防災訓練の開催
＊子育て支援・よろずや事業（夏休み期間）
　・ミニ寺子屋、子供学習室、ラジオ体操を開催
＊郷州小での朝のあいさつ運動（毎月開催）

高野地区：課題ごとにチームに分かれ活動 
＊見守りチーム
　高野小マップラリーは雨天のため、中止
　「子どもを守る 110 番の家」に子どもたちがお

礼状を持参
＊サロンチーム
　定期的な交流会と情報交換の場を設定
＊ネットワークチーム
　・高野地区小学生 39 名を子どもヘルパーに任命
　　　～地域の中で福祉の心を育む活動～
　・高野地区ボランティアネットワーク設立
　　登録・活動等について協議中
　・高野地区ボランティア講座実施
　　9 月から「健康維持・予防」に向けた講座を

実施予定
　・広報紙発行
　　高野地区地域情報紙　かわら版「きずな」
　　6 月に第 1 号発行　9 月 10 日に第 2 号発行

大野地区 
＊大野地区全体　地域行事復活・実施
　・地域福祉大会　10 月 19 日（日）
　　輪投げ大会や灯籠踊りなどを予定
＊各地区の活動報告・意見交換
　・地区毎に自主防災組織立ち上げ準備、防災訓

練企画、地区行事実施予定

北守谷地区 
＊運営委員会
　活動計画の助成金の可否や各分科会の報告を受

ける運営委員会の設置
＊ぶらぶら亭分科会
　秋シリーズとして9月21日(日)～12月7日(日)

までの毎週日曜日、大山公園にて開催予定
　（雨天中止 )
＊協力員分科会
　御所ケ丘 5 丁目で「助け愛の会」が活動中
＊広報委員会（準備委員会）
　北守谷地区情報を掲載する広報作成の為、広報

委員会を設置し、作成準備

守谷地区：Ａ～Ｅブロックに分かれ活動 
＊守谷地区全体で地域の輪は「あいさつ」からとい

うことで、7 月 7 日～11日「あいさつ運動」キャ
ンペーンを実施（最終日は台風のため、中止）
参加協力者が昨年より増え、継続事業として、
今後も実施予定

　・第 3 回ひがし野連絡会開催
　　ひがし野内にある各種団体間の活動状況報告

と情報交換、連携
　・地域情報紙発行
　　ハッピーひがし野
　　守谷地区全体広報紙発行を検討中
　・各ブロック別会議開催
　　地域情報交換・自治会交流の場

大井沢地区：5 地区に分れて活動中 
＊大木地区　  　
　・炊き出し・防災訓練予定（11 月 9 日）
＊大山新田地区　
　・あいさつ推進手作り掲示板の設置
　・ラジオ体操実施（8 月 25 日～ 31 日）
　・あわんとり実施予定（平成 27 年 1 月 18 日）　
＊立沢地区　　
　・立沢秋まつり実施予定（10 月 18 日）　　　　
＊西板戸井地区　　
　・区対抗じゃんけん大会実施予定（11 月 2 日）
　・あわんとり実施予定（平成 27 年 1 月 17 日）
＊東板戸井地区　　　
　・あいさつ推進看板の設置
　・ふれあい祭り実施予定（11 月 30 日）
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善意銀行とは・・・
　誰もが地域のために「何か少しでも役
に立ちたい」という温かい気持ちを持っ
ています。その「何か？」を金銭や物品
でご協力いただき、その「善意」を地域
の福祉事業や市内施設等の社会福祉に役
立てられており、その「善意の橋渡し」
を行っております。

預託内容
●金銭預託
チャリティーバザーや
イベントの収益の一部
や個人の善意の寄付な
どがあります。

●物品預託
活用できる福祉機器や使用済み切手や
プリペイドカード（テレフォンカード・
クオカード等）、プルタブなどをお預か
りし、橋渡しをしています。

活用内容
○金銭預託方法には、市内をはじめ、地
域や災害時に活用させていただく「一
般預託」と寄付者意向を踏まえた「指
定預託」があります。

○車いすなど福祉機器は状態を踏まえ、　
貸出用や福祉施設での活用。使用済み
切手やプリペイドカードは、日本キリ
スト教海外医療協力会に送付し、まと
めて収集業者が換金し、途上国でも子
どもたちのワクチンなどに、プルタブ
は、守谷市社協が収集業者で換金し、
車いすの修繕や購入費に充当させてい
ただいております。

“もったいない”を『ありがとう！』に
ＮＰＯ法人フードバンク茨城

　フードバンク茨城では、賞味期限内で安全に食べられるにも
関わらず、規格外、包装ミスなど様々な理由で流通できず、廃
棄されてしまう食品（食品ロス）を食品関連企業や農家などか
ら、また、家庭に眠るお米や缶詰、調味料などを寄贈してもらい、
必要としている施設や団体、生活困窮世帯等に無償で提供する
活動を行っています。

　企業にとっては食品ロス削減や廃棄処分のための経費削減に
もつながり、農家の方にとっては苦労して育てた野菜の有効活
用と同時に社会貢献になりますので、まずは、「フードバンク
茨城」のホームページをご覧ください。
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専
門
相
談
予
定
表 電話相談

 ふ く し 相 談　○印 　　　　　事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
 年金労務相談　□印 

　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時

　【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※ 予約は、各相談日の前週金曜日までに社協
　　事務局まで電話にてご予約ください。
　　電話相談でも予約を受付ます。

　　　　　　　　　　  ４８−５５５５

　◇毎週金曜日　午前１０時から午後３時

 

　

　毎月第１月曜日　午後２時〜４時

　※ 相談員：社会福祉士

　毎月第２月曜日　午後２時〜４時
　※ 相談員：社会保険労務士

●場　所

　いきいきプラザ・げんき館内相談室

年金・労務相談

ふくし相談 秘密厳守  相談無料

専 門 相 談
　「ふくしサービスってどんなものがあるの？」「最

近家のおばあちゃんの行動が・・・」等の相談は『ふ

くし相談』に、「年金のしくみはどうなっている

の？」「パート雇用の問題」「障がい者年金って分

かりづらい？」等は『年金・労務相談』にお気軽

にご相談ください。

　守谷市社会福祉協議会では、独り暮らしや高齢

者のみ世帯のみなさんに、電話を通じてお話をさ

せていただき、孤独感やご不安等の解消を図るた

め、電話相談員による「ふれあい電話訪問事業」

を実施します。

●対　　象：市内在住の概ね６５歳以上の独り暮

らしや高齢者のみの世帯

●実 施 日：隔週火曜日・水曜日のいずれかの

 午前１０時から午後３時の間

（※ 祝日・年末年始はお休み）

●費　　用：無　料

●申込方法：ご利用を希望される方は、直接、社

会福祉協議会事務局電話（４５）

００８８までご連絡いただくか、

お近くの民生委員にご連絡下さい。



8

　●お申込み・お問合わせ先：
〒３０２ー０１１６　守谷市大柏９５４ー３　守谷市社会福祉協議会事務局

電話　（４５）００８８　　FAX　（４８）５５５４
Eメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp

お二人でお出かけしてみませんか？

　今年も「高齢者世帯」を対象に外出支援と交流を目的
に１日遠足を下記の予定で計画しております。今回は、
映画「永遠の０」の撮影場所と益子の釜焼き工場や記念
館、酒蔵見学など、楽しみませんか。
●日　　時：平成２６年１１月１４日（金）
　　　　　　午前８時３０分集合・出発
　　　　　　　（帰りは午後５時着予定）
●集合場所：守谷市役所正面駐車場
●対　　象：市内在住の高齢者のみ二人世帯
　　　　　　（どちらかが６５歳以上の方）
●行 き 先：茨城県笠間市：筑波海軍航空隊記念館
　　　　　  栃木県益子町：益子焼工房 つかもと（昼食）
　　　　　　　　　　　　  益子の酒蔵 外池酒造店
●定　　員：６０組１２０名
　　　　　　　（定員を超えた場合は抽選となります）

●参 加 費：お一人 ２, ５００円（入館料・昼食代）
●参加に際しての注意事項
　①くれぐれもお二人での参加となります
　②集合場所へは各自でお願いします
　③ その他、現地での散策費用は、各自負担でお願いし

ます
●申込み方法・締切
　 上記事項・内容等をご確認いただき、往復はがきの往

信面に下記住所を、裏面に住所・お二人の氏名・年齢・
電話番号・携帯電話番号等、必要事項を記入の上、平
成２６年１０月１７日（金）( 当日消印有効）までに
お申込み下さい。

　守谷市社会福祉協議会では、子育
てのことや家族のこと、生活のこと
など、誰に聞けばいいのかな？とい
う相談を電話でお受けする「電話相談事業」や独
り暮らし高齢者宅への「ふれあい電話訪問事業」
のボランティア活動も行っています。
　この活動をお手伝いいただける方、お待ちして
おります。
●募集人数：若干名（活動に興味、経験のある方

　　　　　　　　　 （カウンセリング、相談員経

　　　　　　　　　　験者なお可））

●活動内容：月２～３回、２人組で対応

　　　　　　・電話相談事業

　　　　　　　（金曜日：午前１０時～午後３時）

　　　　　　・ふれあい電話事業

　　　　　　　（隔週火・水曜日：午後１時～２時）

●申込方法：下記に備え付けの申込用紙に必要事

項を記入の上、１０月３１日 ( 金 )

までにお申込み下さい。

電  話  相  談  員  募  集
（ふれあい電話ボランティア）

電  話  相  談  員  募  集
（ふれあい電話ボランティア）

電  話  相  談  員  募  集
（ふれあい電話ボランティア）

守
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

○
採
用
人
数
　
１
名

○
採
用
職
種
　
事
業
職
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
）

○
採 

用 

日
　
平
成
27
年
４
月
１
日
（
予
定
）

○
給 

与 

等
　
守
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
規
程
に
基
づ
く

○
応
募
資
格
　
次
の
条
件
を
満
た
す
者

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
介
護
福
祉
士
等
の

有
資
格
者

　
　採
用
条
件

　
　
　（
１
）
社
会
福
祉
に
熱
意
と
理
解
が
あ
る
人

　
　
　（
２
）
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者

　
　
　（
３
）
パ
ソ
コ
ン(

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
程
度)
の
操
作
可
能
の
人

　
　
　（
４
）
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
方
。

○
試 

験 

等
　
11
月
上
旬
予
定

○
申
込
方
法
　
左
記
の
書
類
等
を
添
え
て
、
10
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
、

下
記
へ
持
参
又
は
郵
送
に
て
申
込
み
下
さ
い
。

　
　提
出
書
類

　
　
　（
１
）
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
に
て
交
付
す
る
申
込
用
紙

　
　
　（
２
）
最
終
学
歴
の
卒
業
証
書
の
写
し

　
　
　（
３
）
有
資
格
書
の
写
し

　
同
時
に
非
常
勤
ヘ
ル
パ
ー
も
募
集
中

○
応
募
資
格
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
も
し
く
は
介
護
福
祉
士
の
有

資
格
者
で
概
ね
55
歳
位
ま
で
で
、
自
家
用
車
の
使
用
で
き

る
方

○
給 

与 

等
　
時
給
９
５
０
円 

＋ 

移
動
手
当

　
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
に
問
合
せ
下
さ
い
。


